
河川保全利用委員会
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Vol.37委員会ニュース委員会ニュース
第36･37回 河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）の開催報告

議事次第

第36回 河川保全利用委員会

1. 開会
2. 議事
　1）第35回委員会活動の整理事項
　2）野洲川立入河川公園、野洲川河川公園及び野

洲川運動公園に関する意見書の審議
　3）その他
3. その他
4. 一般傍聴者からの意見聴取
5. 委員会の今後のスケジュールについて
6. 閉会

▲第37回 河川保全利用委員会

開催日時：平成24年1月30日（月）
　　　　　9：28～13：27
場　　所：ウォーターステーション琵琶
参加者数：委員6名、河川管理者2名、
　　　　　事務局3名、傍聴者8名

配布資料
●議事次第
●資料-1 第35回河川保全利用委員会議事骨子整理表
●資料-2 第35回河川保全利用委員会審議事項の整理表
●資料-3 意見書（素案）に対する意見
●申請説明書
●参考資料 -1 今後のスケジュールについて
●参考資料 -2 前回意見書
●委員会ニュース Vol.36

議事次第

第37回 河川保全利用委員会

1. 開会
2. 議事
　1）第36回委員会活動の整理事項
　2）野洲川立入河川公園、野洲川河川公園及び野

洲川運動公園に関する意見書の審議
　3）その他
3. その他
4. 一般傍聴者からの意見聴取
5. 委員会の今後のスケジュールについて
6. 閉会

開催日時：平成24年2月28日（火）
　　　　　9：30～11：57
場　　所：ウィングプラザ　4F　研修室E
参加者数：委員7名、河川管理者2名、
　　　　　事務局3名、傍聴者6名

配布資料
●議事次第
●資料-1 第36回河川保全利用委員会議事骨子整理表
●資料-2 第36回河川保全利用委員会審議事項の整理表
●資料-3 意見書（原案）
●資料-4 意見書（原案）に対する意見
●申請説明書
●参考資料 -1 今後のスケジュールについて
●参考資料 -2 意見書〈案〉
●参考資料 -3 意見書（確定版）

　平成24年1月30日（月）に「第36回河川保全利用委員会」、平成24年2
月28日（火）に「第37回河川保全利用委員会」を開催しました。
　最終的に河川管理者に提出される野洲川流域の３市が占用する「野洲川
立入河川公園（守山市）」「野洲川河川公園（野洲市）」「野洲川運動公園（栗
東市）」の意見書に関する審議が行われました。

■ 占用許可申請に対する意見書の提出

■ 占用許可申請の概要

　平成２４年３月15日付けで、当委員会委員長から琵琶湖河川事務所長に意見書が提出されました。
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委員会ニュース
河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）

【編集・発行】河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）
【連　絡　先】国土交通省 近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 占用調整課
〒520-2279　滋賀県大津市黒津4-5-1
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ホームページ ● http://www.biwakokasen.go.jp/kasen-hozen/
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「河川保全利用委員会」とは、公園など河川敷
を占用する施設の新設・更新の許可にあたって、
河川環境の保全・再生を重視する観点から、個々
の案件毎に学識経験者等の意見を聴いて判断す
るために設置されたものです。
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書

以
上

●
 少

数
意
見
 

  
①
 
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
で
は
、
河
川
敷
利
用
施
設
は
地
域
と
川
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「

縮
小
」
し

て
い
く
事
を
基
本
と
す
る
が
、
自
治
体
、
利
用
者
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
こ
と
と

す
る
策
定
内
容
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

②
 
行
政
等
の
主
導
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
流
域
管
理
（
河
川
利
用
施
設
）
か
ら
流
域
住
民
、
利
用
者
に
よ

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
流
域
管
理
（
河
川
利
用
施
設
）
と
い
っ
た
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 



河川保全利用委員会ニュース

意見書-1

■ 野洲川立入河川公園
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５
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湖
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長
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緒
佐
武

占
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許
可
申
請
に
対
す
る
意
見
書

（
野
洲
川
立
入
河
川
公
園
）

平
成
２
３
年
６
月
２
９
日
付
け
国
近
整
琵
占
調
第
１
３
号
に
て
意
見
照
会
の

あ
り
ま
し
た
以
下
の
占
用
許
可
申
請
施
設
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
答
申
い

た
し
ま
す
。

占
用
許
可
申
請
施
設
の
概
要

施
設

の
名

称
野
洲
川
立
入
河
川
公
園

場
 
 
 
 
 
所

守
山
市
吉
身
５
丁
目
字
裏
川
原
～
守
山
市
立
入
町
川
原

（
左
岸
８
．
４
０
０
ｋ
ｍ
～
９
．
６
９
０
ｋ
ｍ
地
点
）

主
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施
 
設

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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、
多
目
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広
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芝
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広
場
、
ク
レ
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広
場
、

バ
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ッ
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ボ
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ル
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散
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広
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、
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車
場
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守
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用
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０
０
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０
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５
．
５
５
㎡
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対
象
施
設
は
、
平
成
３
年
３
月
か
ら
野
洲
川
左
岸
の
高
水
敷
に
設
置
さ
れ
、
平
成
１
０
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
野
洲
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
、
残
さ
れ
た

高
木
の
樹
林

(河
畔
林

)と
一
体
と
し
て
順
次
整
備
を
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
｡

 
 
占
用
施
設
は
、
平
成
１
０
年
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
、
平
成
１
２
年
に
多
目
的
広
場
の
設
置
、
駐
車

場
の
整
備
が
行
な
わ
れ
現
在
の
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
施
設
利
用
形
態
は
、
ク
レ
イ
広
場
及
び
芝
生
広
場
が
有
料

施
設
で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
無
料
施
設
で
あ
る
た
め
利
用
者
相
互
の
ル
ー
ル
で
運
用
さ
れ
て
い
る
｡

施
設
は
公
園
管
理
委
託
業
務
に
よ
り
維
持
管
理
及
び
運
営
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
老
若
男
女
の
利
用
者
は
健
康

増
進
と
河
川
環
境
を
享
受
し
、
地
域
に
密
着
し
た
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
｡

施
設
利
用
者
数
は
、
年
間
約
５
万
人
（
平
成
２
２
年
度
）
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
が
約

7
割
と
最

も
多
い
。

 
 
当
該
箇
所
の
一
部
は
、
河
川
敷
の
高
水
敷
の
全
幅
を
占
用
し
た
利
用
で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
約
５

０
０

m
と
占
用
区
間
が
長
く
、
生
態
系
を
含
め
た
環
境
面
を
考
え
る
と
生
物
の
生
息
環
境
を
縦
断
方
向
に
分
断
す

る
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

 
 
ま
た
、
多
目
的
広
場
の
下
流
側
に
高
木
の
樹
林
帯
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
一
体
的
整
備
は

十
分
で
な
い
状
況
で
あ
る
。

 
 
当
委
員
会
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
川
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
利
用
・
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
」
を
尊
重
す
る

観
点
か
ら
、
当
該
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
河
川
敷
以
外
で
の
設
置
・
利
用
が
可
能
で
あ
る
た
め
河
川
敷
へ
の
設
置
は

妥
当
と
は
い
え
ず
、
河
川
敷
以
外
に
設
置
す
べ
き
施
設
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
施
設
は
、
地
域

の
要
望
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
現
状
か
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
代
替
地
の
確
保

ま
た
は
既
存
施
設
の
規
模
の
縮
小
・
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
｡

 
 
前
回
意
見
書
（
平
成
２
０
年
３
月
１
９
日
付
け
）
に
お
い
て
、「

施
設
の
自
然
化
へ
の
取
組
み
、
施
設
の
縮
小
・

廃
止
に
向
け
た
取
組
み
、
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
な
ど
、
具
体
的
行
動
に
結
び
つ
く
環
境
改
善
を
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
施
設
の
縮
小
・
廃
止
に
つ
い
て
は
野
洲
市
、
栗
東
市
と
類
似
施
設
の
共
有
化
に
係
る
協
議
の
場
を

設
け
て
検
討
を
進
め
、
お
お
よ
そ
３
年
を
目
途
に
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡」

旨
意
見
を
付
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

 
 
前
回
意
見
書
に
対
し
、
検
討
が
一
部
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
が
、
対
応
が
不
十
分
な
点
も
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
し
た
が
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
下
記
の
意
見
を
付
し
て
、
対
象
施
設
の
占
用
許
可
期
間
更
新
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
る
｡

【
占
用
許
可
期
限
の
更
新
に
つ
い
て
の
意
見
】

河
川
の
保
全
利
用
の
観
点
か
ら
、
当
委
員
会
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
方
向

で
あ
る
と
考
え
る
。

①
一
部
施
設
の
「
自
然
化
」
を
行
う
こ
と
。

②
 
河
川
敷
に
設
置
さ
れ
た
野
洲
市
、
栗
東
市
の
類
似
施
設
と
の
共
有
化
に
よ
る
縮
小
・
廃
止
の
調
整
協
議
の

場
を
継
続
す
る
こ
と
。

③
 
「
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
」
な
ど
、
河
川
環
境
に
対
す
る
公
園
利
用
者
や
市
民
の
関
心
を
高
め
、

関
わ
り
を
深
め
る
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

④
上
記
①
②
③
の
検
討
結
果
の
期
限
を
３
年
と
し
、
検
討
結
果
を
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

 
 
⑤

循
環
式
便
所
そ
の
他
利
用
さ
れ
て
い
な
い
（
利
用
者
の
少
な
い
）
施
設
、
過
剰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
構

造
物
は
撤
去
す
る
こ
と
。
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踏
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縮
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。
 

②
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流
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ボ
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長
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佐
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許
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意
見
書

（
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川
河
川
公
園
）

平
成
２
３
年
６
月
２
９
日
付
け
国
近
整
琵
占
調
第
１
３
号
に
て
意
見
照
会
の

あ
り
ま
し
た
以
下
の
占
用
許
可
申
請
施
設
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
答
申
い

た
し
ま
す
。

占
用
許
可
申
請
施
設
の
概
要

施
設

の
名

称
 
野
洲
川
河
川
公
園
 

場
 
 
 
 
 
所

野
洲
市
野
洲
地
先
～
野
洲
市
三
上
地
先

 
（
右
岸
８
．
２
５
４
ｋ
ｍ
～
１
０
．
５
５
０
ｋ
ｍ
地
点
）

主
 
な
 
施
 
設

芝
生
広
場
、
多
目
的
運
動
場
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
健
康
広
場
、
駐
車
場

申
 
 
請
 
 
者

野
洲
市

占
 
用
 
面
 
積

 
１
３
９
，
１
８
１
．
１
０
㎡
 



河川保全利用委員会ニュース

意見書-3

（
2/
4）

（
4/
4）

（
3/
4）

１
．
 委

員
会
と
し
て
の
判
断
・
意
見

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
対
象
施
設
は
、
野
洲
川
改
修
で
、
広
大
な
河
川
敷
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
運
動

公
園
と
し
て
昭
和
５
７
年
２
月
に
野
洲
川
右
岸
の
高
水
敷
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

 
 
占
用
施
設
は
、
芝
生
広
場
、
多
目
的
運
動
場
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
健
康
広
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
平
成
５
年
度
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
一
部
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
変
更
、
平
成
１
０
年
度
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
拡
充
、
平

成
１
１
年
度
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面
改
修
、
ベ
ン
チ
の
増
設
、
高
木
の
植
栽
を
実
施
し
て
い
る
。

 
 
施
設
利
用
形
態
は
、
芝
生
広
場
及
び
健
康
広
場
以
外
は
有
料
施
設
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
を
定
め
て
維
持
管
理

及
び
運
営
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
老
若
男
女
の
利
用
者
は
健
康
増
進
と
河
川
環
境
を
享
受
し
、
地
域
に
密
着
し

た
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
｡施

設
利
用
者
数
は
、
年
間
約
６
万
１
千
人
（
平
成
２
２
年
度
）
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
者
が
約
４
割
と
最
も
多
い
。

 
 
当
該
箇
所
は
、
占
用
施
設
全
長
に
わ
た
り
低
水
護
岸
と
の
間
に
幅
１
０

m
程
度
の
敷
地
が
連
続
的
に
確
保
さ
れ

て
お
り
、
生
物
の
生
息
環
境
を
縦
断
方
向
に
分
断
す
る
影
響
は
大
き
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

 
 
当
委
員
会
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
川
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
利
用
・
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
」
を
尊
重
す
る

観
点
か
ら
、
当
該
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
河
川
敷
以
外
で
の
設
置
・
利
用
が
可
能
で
あ
る
た
め
河
川
敷
へ
の
設
置
は

妥
当
と
は
い
え
ず
、
河
川
敷
以
外
に
設
置
す
べ
き
施
設
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
施
設
は
、
地
域

の
要
望
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
現
状
か
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
代
替
地
の
確
保

ま
た
は
既
存
施
設
の
規
模
の
縮
小
・
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
｡

 
 
前
回
意
見
書
（
平
成
２
０
年
３
月
１
９
日
付
け
）
に
お
い
て
、「

施
設
の
自
然
化
へ
の
取
組
み
、
施
設
の
縮
小
・

廃
止
に
向
け
た
取
組
み
、
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
な
ど
、
具
体
的
行
動
に
結
び
つ
く
環
境
改
善
の
検
討

を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
縮
小
・
廃
止
に
つ
い
て
は
守
山
市
、
栗
東
市
と
類
似
施
設
の
共
有
化
に
係
る
協
議

の
場
を
設
け
て
検
討
を
進
め
、
お
お
よ
そ
３
年
を
目
途
に
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡」

旨
意
見
を
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

 
 
前
回
意
見
書
に
対
し
、
検
討
が
一
部
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
が
、
対
応
が
不
十
分
な
点
も
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
下
記
の
意
見
を
付
し
て
、
対
象
施
設
の
占
用
許
可
更
新
が
適
当
で
あ
る
と
考
え

る
。

【
占
用
許
可
期
限
の
更
新
に
つ
い
て
の
意
見
】

 
 

 
 

 
 

 
河
川
の
保
全
利
用
の
観
点
か
ら
、
当
委
員
会
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
方
向

で
あ
る
と
考
え
る
。

①
一
部
施
設
の
「
自
然
化
」
を
行
う
こ
と
。

②
 
河
川
敷
に
設
置
さ
れ
た
守
山
市
、
栗
東
市
の
類
似
施
設
と
の
共
有
化
に
よ
る
縮
小
・
廃
止
の
調
整
協
議
の

場
を
継
続
す
る
こ
と
。

③
 
「
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
」
な
ど
、
河
川
環
境
に
対
す
る
公
園
利
用
者
や
市
民
の
関
心
を
高
め
、

関
わ
り
を
深
め
る
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

④
上
記
①
②
③
の
検
討
結
果
の
期
限
を
３
年
と
し
、
検
討
結
果
を
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

 
 
⑤

利
用
さ
れ
て
い
な
い
（
利
用
者
の
少
な
い
）
施
設
、
過
剰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
構
造
物
は
撤
去
す
る
こ

と
。

２
．
検
討
の
経
緯

平
成

23
年

6
月

29
日

 
 
 
 

 
 

意
見
照
会
書
の
受
理

平
成

23
年

6
月

29
日
 
 

委
員
会
 
 

占
用
許
可
施
設
の
現
地
調
査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  
河
川
管
理
者
か
ら
申
請
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

平
成

23
年

8
月

31
日
 
 

委
員
会
 
 

委
員
に
よ
る
占
用
許
可
施
設
の
審
議

平
成

23
年

10
月

12
日
 
 

委
員
会
 
 

委
員
に
よ
る
占
用
許
可
施
設
の
審
議

平
成

23
年

12
月

14
日
 
 

委
員
会
 
 

委
員
に
よ
る
占
用
許
可
施
設
の
審
議

平
成

24
年

1
月

30
日
 
 

委
員
会
 
 

委
員
に
よ
る
意
見
書
（
素
案
）
の
審
議

平
成

24
年

2
月

28
日
 
 

委
員
会
 
 

委
員
に
よ
る
意
見
書
（
原
案
）
の
審
議

３
．
こ
れ
ま
で
に
提
出
し
た
意
見
書

 
 
平
成
２
０
年
３
月
１
９
日
付
け
意
見
書

以
上

●
少
数
意
見
 

  
①
 
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
で
は
、
河
川
敷
利
用
施
設
は
地
域
と
川
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「

縮
小
」
し

て
い
く
事
を
基
本
と
す
る
が
、
自
治
体
、
利
用
者
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
判
断
す
る
こ
と
と

す
る
策
定
内
容
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

②
 
行
政
等
の
主
導
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
流
域
管
理
（
河
川
利
用
施
設
）
か
ら
流
域
住
民
、
利
用
者
に
よ

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
流
域
管
理
（
河
川
利
用
施
設
）
と
い
っ
た
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

（
3/
4）

河川保全利用委員会ニュース

意見書-4

■ 野洲川運動公園

（
2/
4）

（
1/
4）

 
 
平
成
２
４
年
３
月
１
５
日

国
土
交
通
省
 
近
畿
地
方
整
備
局

琵
琶
湖
河
川
事
務
所
長
 
竹
田
 
正
彦
 
様

 
 
 
河
川
保
全
利
用
委
員
会

 
 
 
（
琵
琶
湖
河
川
事
務
所
）

 
 
 
委
員
長
 
三
田
村
 
緒
佐
武

占
用
許
可
申
請
に
対
す
る
意
見
書

（
野
洲
川
運
動
公
園
）

平
成
２
３
年
６
月
２
９
日
付
け
国
近
整
琵
占
調
第
１
３
号
に
て
意
見
照
会
の

あ
り
ま
し
た
以
下
の
占
用
許
可
申
請
施
設
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
答
申
い

た
し
ま
す
。

占
用
許
可
申
請
施
設
の
概
要

施
設

の
名

称
 
野
洲
川
運
動
公
園
 

場
 
 
 
 
 
所

栗
東
市
出
庭
字
外
川
原
付
近

 
（
左
岸
９
．
６
９
０
ｋ
ｍ
～
１
１
．
１
８
２
ｋ
ｍ
地
点
）

主
 
な
 
施
 
設

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
ロ
ー
ン
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
多
目
的
運
動
場
、
陸
上
競
技
場
、
駐
車
場

申
 
 
請
 
 
者

栗
東
市

占
 
用
 
面
 
積

 
３
４
，
７
９
４
．
３
６
㎡
 

１
．
 委

員
会
と
し
て
の
判
断
・
意
見

 
 
対
象
施
設
は
、
昭
和
４
７
年
６
月
に
野
洲
川
緑
地
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
都
市
公
園
と
し
て
昭
和
４
８

年
１
１
月
に
野
洲
川
左
岸
の
高
水
敷
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
設
置
前
に
は
堤
外
民
地
が
公
園
内
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
栗
東
市
が
用
地
買
収
を
実
施
し
、
野
洲
川
改
修
事
業
で
残
さ
れ
た
高
木
の
樹
林

(河
畔
林

)と
一
体
と

し
て
順
次
整
備
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
｡

 
 
占
用
施
設
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
ロ
ー
ン
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
多
目
的
広
場
、
陸
上
競
技
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
施
設
利
用
形
態
は
、
多
目
的
広
場
以
外

は
有
料
施
設
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
を
定
め
て
維
持
管
理
及
び
運
営
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
老
若
男
女
の
利
用

者
は
健
康
増
進
と
河
川
環
境
を
享
受
し
、
地
域
に
密
着
し
た
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
｡施

設
利
用
者
数
は
、
年
間
約

５
万
５
千
人
（
平
成
２
２
年
度
）
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
が
約
３
割
と
最
も
多
い
。

 
 
当
該
箇
所
の
一
部
は
、
河
川
敷
の
高
水
敷
の
全
幅
を
占
用
し
た
利
用
で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
約
４

０
０

m
と
占
用
区
間
が
長
く
、
生
態
系
を
含
め
た
環
境
面
を
考
え
る
と
生
物
の
生
息
環
境
を
縦
断
方
向
に
分
断
す

る
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
ま
た
、
多
目
的
広
場
の
河
川
側
に
は
、
高
木
の
樹
林
帯
が
残
さ
れ
て
る
が
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
一
体
的
整
備

は
十
分
で
な
い
状
況
で
あ
る
。
 

 
当
委
員
会
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
川
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
利
用
・
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
」
を
尊
重
す
る

観
点
か
ら
、
当
該
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
河
川
敷
以
外
で
の
設
置
・
利
用
が
可
能
で
あ
る
た
め
河
川
敷
へ
の
設
置
は

妥
当
と
は
い
え
ず
、
河
川
敷
以
外
に
設
置
す
べ
き
施
設
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
施
設
は
、
地
域

の
要
望
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
現
状
か
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
代
替
地
の
確
保

ま
た
は
既
存
施
設
の
規
模
の
縮
小
・
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
｡

 
 
前
回
意
見
書
（
平
成
２
０
年
３
月
１
９
日
付
け
）
に
お
い
て
、「

施
設
の
自
然
化
へ
の
取
組
み
、
施
設
の
縮
小
・

廃
止
に
向
け
た
取
組
み
、
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
な
ど
、
具
体
的
行
動
に
結
び
つ
く
環
境
改
善
の
検
討

を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
縮
小
・
廃
止
に
つ
い
て
は
守
山
市
、
野
洲
市
と
類
似
施
設
の
共
有
化
に
係
る
協
議

の
場
を
設
け
て
検
討
を
進
め
、
お
お
よ
そ
３
年
を
目
途
に
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡」

旨
意
見
を
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

 
 
前
回
意
見
書
に
対
し
、
検
討
が
一
部
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
が
、
対
応
が
不
十
分
な
点
も
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
下
記
の
意
見
を
付
し
て
、
対
象
施
設
の
占
用
許
可
期
間
更
新
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
る
。

【
占
用
許
可
期
限
の
更
新
に
つ
い
て
の
意
見
】

 
 

 
 

 
 

 
河
川
の
保
全
利
用
の
観
点
か
ら
、
当
委
員
会
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
方
向

で
あ
る
と
考
え
る
。

①
一
部
施
設
の
「
自
然
化
」
を
行
う
こ
と
。

②
 
河
川
敷
に
設
置
さ
れ
た
守
山
市
、
野
洲
市
の
類
似
施
設
と
の
共
有
化
に
よ
る
縮
小
・
廃
止
の
調
整
協
議
の

場
を
継
続
す
る
こ
と
。

③
 
「
川
に
活
か
さ
れ
た
利
用
の
取
組
み
」
な
ど
、
河
川
環
境
に
対
す
る
公
園
利
用
者
や
市
民
の
関
心
を
高
め
、

関
わ
り
を
深
め
る
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

④
上
記
①
②
③
の
検
討
結
果
の
期
限
を
３
年
と
し
、
検
討
結
果
を
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

 
 
⑤

利
用
さ
れ
て
い
な
い
（
利
用
者
の
少
な
い
）
施
設
、
過
剰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
構
造
物
は
撤
去
す
る
こ

と
。


